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AIシステムの安全性管理
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はじめに

昭和10年に制定された松下電器の基本内規第15条

「松下電器が将来如何に大をなすとも、常に一商人なりとの観念を

忘れず従業員、またその店員たる事を自覚して、質実謙譲を旨として、

業務に処する事」

お客様大事の心

常に
お客様の立場に立って仕事をする。

お客様の立場に立って商品をつくる。

パナソニックのモノづくりの遺伝子

→ 商品の安全性は最も重要なこと



パナソニックのAI開発

顔認証 スマート家電 自律搬送ロボット
（パナソニックAI HPより）

重点開発分野



AI適用の方向性

適用アプリのリスクレベル低 高
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自動運転

よりリスクの高い
アプリへ

AIの判断・⾏動機能へ
の展開

自律移動⾞いす

自律移動ロボット

多言語翻訳

顔認識

入国自動化ゲート
防犯カメラ



従来の知的技術と機械学習の違い
従来の知的技術

アルゴリズムに基づく
⇒与えられた法則

機械学習技術

データを元に
法則を構築

機械学習のメリット/デメリット
○メリット ︓アルゴリズム化できない現象の法則化が可能
×デメリット ︓どんな処理がされているのか判らない

⇒ 高機能を実現するが、安全品質の担保は難しい



AIの商品普及に向けた課題

2018年8月、岐阜県の某病院でエアコンの故障により80代
の患者さん4名が死亡

AIによるクリティカルな制御

ユーザーだけでなく、メーカも不安感

2018年3月︓ウーバー⾞が自動運転中に歩⾏者と死亡事故



産総研︓機械学習品質(AIQM)マネジメントガイドライン

⇒ 根拠に基づいた安全・安心の実現

AIの構造や原理をもとに、
安全・品質の設計方法を示す



安全担保に関する標準化の重要性

製品安全担保の仕組み

法制度

ex 電気用品安全法、CEマーキング

安全規格

ISO、IEC、JIS、UL 等

規格を参照

認証

Tūv

UL

JQA

JET 等

認証マーク

安全安心の提供には安全規格が不可⽋
現在、AIQMガイドラインをもとに規格(ISO/IEC TR 5469)の提案

⇒ 日本が主導する規格作りに期待



安全品質に関するエコシステムの構築

認証スキーム

企業・AI開発者

教育

保険制度

保険会社

⇒ これらのエコシステム構築により製品の安全品質の担保が進む




